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住
宅
の
点
検
商
法
に
注
意
！

無
料
で
の
点
検
を
う
た
い
、
突
然
訪

れ
た
業
者
に
屋
根
や
床
下
、
排
水
管
な

ど
の
傷
み
や
汚
れ
を
指
摘
さ
れ「
今
す

ぐ
対
処
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
り

ま
す
」「
保
険
が
使
え
る
か
ら
安
く
す
み

ま
す
」な
ど
と
勧
誘
さ
れ
、
不
必
要
な

修
理
や
交
換
作
業
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ

る
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
当
に
高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、

①
勧
誘
さ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に

契
約
し
な
い
。

②
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
と
っ

て
、
工
事
内
容
、
契
約
内
容
、
保
証

内
容
を
検
討
す
る
。

③
加
入
し
て
い
る
保
険
契
約
内
容
を
確

認
し
、
自
分
で
損
害
保
険
会
社
に
連

絡
す
る
。

不
安
に
思
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
山

武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

T　
山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
４
７
５（
８
２
）８
４
５
３

※ 

受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
～
４
時
30
分
ま
で

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月

15
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

発
送
後
は
、
令
和
３
年
度
所
得
課
税

証
明
書
を
市
役
所
窓
口
お
よ
び
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
ま
す
。

手
数
料
は
、
市
役
所
窓
口
で
は
１
通

３
０
０
円
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
は
１
通
２
０
０
円
で
す（
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
得
方
法
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

市
役
所
窓
口
で
取
得
の
際
は
、
身
分

証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
の
親
族
以
外
の
方
が
代

理
で
取
得
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

T　
課
税
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
８
１

県
民
の
日
地
域
行
事

山
武
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー	

	
	

開
催
の
お
知
ら
せ

６
月
15
日
の「
県
民
の
日
」か
ら
、
地

域
の
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
動
画
で
巡
る
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
動

画
内
の
ク
イ
ズ
に
応
募
す
る
と
、
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
地
域
特
産
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
方
法

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
動
画　
千
葉
県

動
画
サ
イ
ト「
ち
ば
コ
レchannel

」

か
ら
視
聴

◆
ク
イ
ズ
応
募　
「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」か
ら
申
し
込
み

ち
ば
コ
レchannel

H https://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

net-tv/index.htm
l

ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

H https://s-kantan.jp/pref-chiba-u/
offer/offerList_initD

isplayTop.
action

動
画
視
聴
期
間　
６
月
15
日
㈫
～
８
月

31
日
㈫

ク
イ
ズ
応
募
締
切　
８
月
31
日
㈫

T�　

山
武
地
域
振
興
事
務
所（
県
民
の

日
山
武
地
域
実
行
委
員
会
事
務
局
）

 

☎
０
４
７
５（
５
４
）０
２
２
２

参
加
者
募
集
！

「
一
緒
に
運
動
し
ま
せ
ん
か
？
」		

	

す
こ
や
か
倶
楽
部
の
ご
紹
介

楽
し
く
運
動
し
な
が
ら
、
自
宅
で
で

き
る
運
動
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

山
武
市
の
市
内
数
か
所
で
運
動
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館
・

松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
蓮

沼
交
流
セ
ン
タ
ー　
な
ど

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
の
た
め
、
完
全
予
約
制
で
開
催

し
ま
す
の

で
、
興
味

の
あ
る
方

は
、
ご
連

絡
く
だ
さ

い
。

対　
象　
65
歳
以
上
の
市
民

S�

・
T　
山
武
市
成
東
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

「
教
育
サ
ポ
ー
ト
Ｇ
Ａ
Ａ
」

	

会
員
募
集

個
別
最
適
な
学
び
支
援《「
わ
か
っ

た
」か
ら「
わ
く
わ
く
」へ
》を
テ
ー
マ
に

学
校
の「
困
っ
た
」に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

働
き
方
は
、
年
数
回
か
ら
週
数
回
ま

で
、
で
き
る
時
に
で
き
る
回
数
で
Ｏ
Ｋ

で
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
寄
り
添
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

S�

・
T　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育
サ
ポ
ー
ト

Ｇ
Ａ
Ａ　
井
上

 

☎
０
７
０（
３
９
７
７
）６
６
０
０

税

催
し・募
集
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行政からの
お知らせ

information

Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー『
さ
ん
む
の
地
域

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
よ
う
』

山
武
市
が
宣
言

し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
実
現

し
、
さ
ん
む
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
さ

ん
む
の
地
域
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

さ
ん
む
の
地
域
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考

え
る
会
で
は
、
講
師
の
先
生
を
お
招
き

し
、『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
地
域
』を
考
え

る
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

開
催
日
時　
６
月
21
日
㈪
午
後
７
時
～

８
時
30
分

※
６
月
以
降
、
毎
月
テ
ー
マ
を
替
え
て

第
３
ま
た
は
第
４
月
曜
日
に
開
催

（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

テ
ー
マ　
地
域
循
環
共
生
圏
の
目
指
し

て
い
る
社
会
と
は
？

講　
師　
地
域
活
動
家　
中
島
恵
理
さ

ん（
元
長
野
県
副
知
事
、
前
環
境
省

地
球
環
境
局
総
務
課
脱
炭
素
化
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
調
査
室
長
）

開
催
方
法　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ

形
式

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
時
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
等
を
お
伝
え

し
ま
す
。

 　
な
お
、
申
し
込
み
多
数
と
な
っ
た

場
合
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
人
数
制
限
の

都
合
に
よ
り
、
応
募
を
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 　
ま
た
、
10
人
程
度
は
市
役
所
で
参

加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
申

し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主　

催　

さ
ん
む
の
地
域
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る
会

後　
援　
山
武
市

S�

・
T　

さ
ん
む
の
地
域
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る
会（
株
式
会
社　

山

武
産
業　
内
）
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０
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０
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m
hide@

sanbu.info

２
０
２
１
年
度
税
務
職
員
募
集

受
験
資
格　

①
２
０
２
１（
令
和
３
）年
４
月
１
日
に

お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

（
２
０
１
８（
平
成
30
）年
４
月
１
日

以
降
に
卒
業
し
た
者
が
該
当
す
る
）

お
よ
び
２
０
２
２（
令
和
４
）年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
前
記
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み（
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申

込
専
用
ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
）

受
付
期
間　
６
月
21
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
６
月
30
日
㈬［
受
信
有
効
］

受
験
案
内
交
付
期
間　
５
月
７
日
㈮
～

６
月
30
日
㈬
午
前
９
時
～
午
後
５
時

ま
で（
土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
を
除

く
）。

受
験
案
内
交
付
場
所　
東
京
国
税
局
ま

た
は
最
寄
り
の
税
務
署
も
し
く
は
人

事
院
各
地
方
事
務
局（
所
）

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

試
験
日

　
第
１
次
試
験　
９
月
５
日
㈰

　
第 

２
次
試
験　
10
月
13
日
㈬
か
ら
10

月
22
日
㈮
ま
で
の
う
ち
指
定
さ
れ

た
日
時

※
試
験
概
要
等
の
詳
し
い
情
報
は
、
東

京
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
採
用
関

係
お
役
立
ち
リ
ン
ク
集
」を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

T�　
東
京
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課

試
験
係

 

☎
０
３（
３
５
４
２
）２
１
１
１

 
内
線
２
１
６
９

夏
休
み
期
間
の
学
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
募
集

勤
務
期
間　
７
月
21
日
㈬
～
８
月
31
日

㈫（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

※
７
月
21
日
㈬
か
ら
勤
務
で
き
る
方
、

週
５
日
勤
務
で
き
る
方
を
特
に
希
望

し
ま
す
。

勤
務
時
間　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７

時
の
間
で
５
時
間
程
度（
シ
フ
ト
勤
務
）

勤
務
場
所　
市
内
学
童
ク
ラ
ブ

 

（
成
東
・
松
尾
・
大
平
を
除
く
）

募
集
人
数　
30
人
程
度

募
集
年
齢　
20
歳
以
上

申
込
期
限　
６
月
11
日
㈮

勤
務
条
件　
学
童
支
援
員　
時
給
９
８

０
円
・
学
童
補
助
員　
時
給
９
５
３

円
、
交
通
費
の
支
給
有
り（
支
給
条

件
は
、
自
宅
か
ら
２
㎞
以
上
）

提
出
書
類　
履
歴
書（
山
武
市
会
計
年

度
任
用
職
員
応
募
用
）、
資
格
や
経

験
を
要
す
る
職
の
場
合
は
、
そ
の
証

明
と
な
る
書
類
の
コ
ピ
ー

T　
子
ど
も
教
育
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
５
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太
巻
寿
司
講
習
会

日　
時　
６
月
27
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
１
時

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階　

調
理
実
習
室

募
集
人
員　
先
着
９
人

受
付
開
始　
６
月
７
日
㈪

負
担
金　
１
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
・三
角
布
・

マ
ス
ク
・
持
ち
帰
り
で
き
る
容
器

主　
催　
ア
グ
リ
さ
ん
む
蓮
沼
支
部

S�

・
T　
農
政
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
大
人
が
楽
し
む
絵
本
時
間

「
自
分
の
た
め
に
絵
本
を
読
ん
で
も

ら
う
」と
い
う
体
験
を
通
し
、
感
じ
た

こ
と
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
た
く
さ
ん

の
気
づ
き
や
癒
や
し
が
訪
れ
ま
す
。

日　
時　
６
月
16
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午
場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
会

議
室

定　
員　
６
人

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

講　
師　
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
Ⓡ

 

甲
斐　
久
美
子
氏

◆
太
巻
寿
司
講
習
会（
全
３
回
）

一
人
で
巻
け
る
よ
う
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
第
１
回
６
月
19
日
㈯
、
第
２

回
７
月
17
日
㈯
、
第
３
回
８
月
21
日

㈯（
各
日　
午
前
９
時
～
）

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

 

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

定　
員　
各
日
５
人

参
加
費　
１
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

お
持
ち
帰
り
用
容
器
、
マ
ス
ク

講　
師　
蓮
沼
つ
な
ぎ
の
会

受
付
期
間　
６
月
５
日
㈯
～
15
日
㈫　

※
７
日
、
14
日
の
休
館
日
を
除
く
。

S�

・
T　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　
総
合
受
付

 

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

介
護
職
員
初
任
者
研
修（
旧
ホ
ー
ム

	

ヘ
ル
パ
ー
２
級
）受
講
費
用
を
助
成

質
の
高
い
介
護
人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了

し
、
市
内
の
介
護
施
設
等
に
就
業
し
て

い
る
方
に
対
し
、
受
講
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
申
請
日
に
お
い
て
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

①
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
初
任
者

研
修
を
修
了
し
て
い
る
方

②
市
内
の
介
護
施
設
等
に
３
か
月
以
上

継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と

③
住
所
地
の
市
町
村
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

助
成
額　
受
講
費
用
の
２
分
の
１（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）※
上
限
５
万
円

 　
た
だ
し
、
公
的
制
度
を
受
け
て
い

る
場
合
は
そ
の
額
を
除
く
。

募
集
人
数　
先
着
５
人

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈫
～

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
高
齢
者
福
祉
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
１

　
　
左
千
夫
短
歌
会
・
鈴
の
会
短
歌
会

黄
に
染
め
て
添
い
揺
ら
ぐ
水
仙
よ
十
年
経
た
り
被
災
の
街
に�

髙
㟢
ヨ
シ
子

洋
館
と
真
紅
の
バ
ラ
の
咲
き
盛
る
大
正
ロ
マ
ン
し
ば
し
眺
む
る�

前
田　

一
夫

百
年
前
治
安
維
持
法
成
立
と
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
が
朝
一
番
に�

渡
辺
美
佐
夫

草
橇
に
小ち

さ
き
尻
の
せ
滑
り
ゐ
る
は
し
ゃ
ぐ
幼
な
に
さ
く
ら
ひ
ら
ひ
ら�

木
村　

和
子

如
月
に
入
り
て
ち
ら
ほ
ら
風
待
ち
草
咲
き
い
だ
し
け
り
常
よ
り
遅
れ
て�

大
竹
み
さ
を

冬
陽
ざ
し
背
に
あ
た
た
か
し
今
年
ま
だ
ゆ
ふ
や
け
色
の
ひ
た
き
に
遭
は
ず�

森　

み
ず
え

軽
や
か
な
友
の
歩
幅
に
あ
わ
せ
つ
つ
桜
を
愛
で
た
り
山
武
の
森
に�

遠
藤
千
枝
子
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行政からの
お知らせ

information

山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

「
さ
ん
む
し
の
偉
人
」

幕
末
か
ら
明
治
、
昭
和
の
激
動
時
に

大
い
な
る
志
を
持
ち
全
力
で
郷
土
の
た

め
に
活
躍
し
た
偉
人
を
紹
介
し
ま
す
。

期　
間　
６
月
８
日
㈫
～
10
月
17
日
㈰

明
治
政
府
の
画
策
に
よ
り
松
尾
藩
に

転
封（
当
初
は
柴
山
藩
）を
命
ぜ
ら
れ 

松
尾
藩
主
と
な
っ
た
太
田
資す

け

美よ
し

、
現
松

尾
中
学
が
お
住
ま
い
跡
、
現
教
習
所
が

公
庁（
役
場
）跡
で
碑
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
常
盤
牧
」で
乳
牛
を
育
て
、「
間
引

き
」の
悪
習
に
挑
戦
し
た
育
児
事
業
の

父
大
高
善
兵
衛
。

正
岡
子
規
に
師
事
し
た
短
歌
鉄
人
伊

藤
左
千
夫（
２
階
常
設
展
）、
同
門
で
山

武
林
業
育
成
の
た
め
埴
岡
農
林
学
校
を

創
立
な
ど
人
材
育
成
に
尽
力
し
た
蕨
眞

一
郎
。

鉄
道
の
創
設
の
魁
と
な
っ
た
安
井
理は

る

民た
み

。
成
東
駅
前
に「
魁
の
碑
」が
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
下
落
花
生
栽
培
の
立
役
者
牧

野
萬
右
衛
門
は
養
蚕
や
肥
料
の
販
売
な

ど
の
今
の
農
協
の
よ
う
な
仕
事
を
行
い

「
農
業
の
父
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

時
代
は
下
り
ま
す
が
昭
和
を
代
表
す

る
少
女
小
説
・
童
話
作
家
北
川
千
代
。

昭
和
15
年
左
千
夫
の
ラ
イ
バ
ル「
明
星
」

派
の
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
婦
が
網
元

小
川
雄
次
郎
に
提
供
さ
れ
た
別
荘
を
購

入
し
て
蓮
沼
に
移
住
。「
絹
糸
の
草
鞋
」

「
お
母
さ
ん
を
売
る
店
」等
の
作
品
が
あ

り
ま
す
。

誰
で
も
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
る

「
里
の
秋
」は
斎
藤
信
夫
の
作
品
で
す
。

小
中
学
校
に
勤
務
し「
物
の
は
ず
み

で
童
謡
を
書
く
」「
直
接
の
師
は
な
く
全

く
の
独
学
」で
原
稿
ノ
ー
ト
65
冊
・
１

万
１
１
２
７
編
を
作
詞
、
成
東
城
二
の

丸
に「
里
の
秋
」碑
が
あ
り
ま
す
。

偉
人
８
人
に
ま
つ
わ
る
書
籍
・
資
料

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

入
館
料

学
生
・
一
般　
１
４
０
円

小
・
中
・
高
生　
90
円

※
た
だ
し
、山
武
市
在
住
の
方
、幼
児
・

65
歳
以
上
の
方
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
休
館
日　
月
曜
日（
月
曜
日
と
祝
祭
日

が
重
な
る
場
合
に
は
月
曜
日
開
館
、

火
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
）、

年
末
年
始
、
展
示
替
え
作
業
時

T　
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
４
７
５（
８
２
）２
８
４
２

成東少年剣友会東 剣道　海ノ風 山武少年剣道クラブ

①　少年剣道
②　南郷小､成東東中各体育館
③　火曜日､木曜日､土曜日
④　段木　輝一
⑤　段木　090-3543-0528

①　少年剣道
②　松武館北守道場(松尾町広根)
③　月曜日、火曜日、木曜日、金曜日、土曜日
④　北田　好克
⑤　北田　090-2230-0887

①　少年剣道
②　さんぶの森武道館
③　火曜日､金曜日
④　嘉瀬　和志
⑤　嘉瀬　090-1508-1729

山武柔道西塾 鳴空会 少林寺拳法山武松尾スポーツ少年団

①　柔道(幼､小､中)
②　白幡体育館
③　水曜日､金曜日、土曜日､日曜日
④　西　宗賀津
⑤　小池　090-3699-8737

①　空手道
②　鳴浜小体育館
③　木曜日
④　渡辺　健一
⑤　渡辺　090-7631-3973

①　少林寺拳法
②　金刀比羅神社内会館
③　土曜日、日曜日
④　塚本　真
⑤　塚本　090-4703-1235

山武ジュニアバレーボールクラブ

①　バレーボール
②　睦岡小､日向小各体育館
　　さんぶの森中央体育館
③　火曜日､木曜日､土曜日､日曜日
④　関　仁史
⑤　関　080-5519-4297

一覧の見方…クラブ名　 ① 活動種目
　② 活動拠点（練習場所）③ 活動日
　④ 代表者　⑤ 連絡先
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成東ファイターズ 鳴浜ＢＢＣ 山武ブリスキーズ

①　少年野球
②　成東小グラウンド
③　土曜日､ 日曜日､ 祝日
④　今関　和男
⑤　今関　0475-82-7753

①　少年野球
②　鳴浜ＢＢＣ専用グラウンド
③　土曜日､日曜日、祝日
④　小山　淳
⑤　小山　090-7178-1133

①　少年野球
②　さんぶの森多目的広場
③　土曜日､ 日曜日､ 祝日
④　佐藤　茂紀
⑤　佐藤　090-1831-4872

松尾ブルーウイングス 山武ＢＢＣ ＡＣさんむ

①　少年野球
②　松尾運動公園野球場他
③　土曜日､ 日曜日､ 祝日
④　川畑　明夫
⑤　川畑　090-1115-1613

①　軟式野球（中学生）
②　成東総合運動公園野球場他
③　火曜日または木曜日
④　杉山　清
⑤　杉山　090-9399-2435

①　陸上競技＆レクリエーション
②　成東総合運動公園陸上競技場他
③　火曜日、金曜日､土曜日または日曜日
④　浅野　武男
⑤　浅野　080-4429-1672

クレシエンテ成東 美杉フットボールクラブ ＦＣ蓮沼ＢＢ

①　少年サッカー＆フットサル
②　大富小、成東総合運動公園
　　鳴浜小、さんぶの森中央体育館
③　日曜日(サッカー 9:00～12:00)
　　木曜日(フットサル 18:30～20:30)
④　佐々木　善勝
⑤　佐々木　090-9371-7774

①　少年サッカー＆フットサル
②　 日向小、山武北小、さんぶの森ふれあい公園多

目的広場、中央体育館、松尾フットサル場
③　サッカー：土、日、祝日(9：00～12：00)
      フットサル：木、金(19：00～21：00)
④　阿部　政臣
⑤　阿部　090-4380-3974

①　少年サッカー
②　南浜グラウンド､ 蓮沼小グラウンド
③　土曜日､ 日曜日
④　川嶋　孝義
⑤　川嶋　090-9676-5788

成東オーシャンボーイズＭＢＣ 山武ＨＭオーキッズ 成東ストロベリーズＭＢＣ

①　ミニバスケットボール(男子)
②　鳴浜小､成東東中体育館
③　水曜日、木曜日、土曜日、日曜日、祝日
④　佐瀬　強志
⑤　佐瀬　090-3316-3720

①　ミニバスケットボール(女子)
②　日向小体育館
③　 月曜日から金曜日のうち2～3日 

土曜日、日曜日
④　加藤　直樹
⑤　加藤　090-6147-8024

①　ミニバスケットボール(女子)
②　成東小､南郷小各体育館
③　月曜日から金曜日、土曜日、
　　日曜日、祝日
④　齊藤　登
⑤　齊藤　090-6529-9249

Sammu Exciting Tennis-Junior 松尾ＭＢＣ 蓮沼ハッスルＭＢＣ

①　硬式テニス
②　成東総合運動公園テニスコート
③　土曜日
④　鈴木　敬一
⑤　鈴木　090-9243-0708

①　ミニバスケットボール(女子)
②　南郷小、睦岡小体育館
③　 月曜日、水曜日、金曜日、 

土曜日、日曜日※土日は隔週
④　小川　正仁
⑤　小川　090-3095-7738

①　ミニバスケットボール(女子)
②　蓮沼小体育館
③　火曜日、水曜日､土曜日､日曜日
④　髙知尾　将士
⑤　髙知尾　090-3144-3774

さんぶジュニアソフトテニス 拳眞塾 山武 Pacific. Jr( パシフィックジュニア )

①　ソフトテニス
②　さんぶの森ふれあい公園
　　テニスコート
③　土曜日、日曜日、祝日（各4時間）
④　塩島　隆久
⑤　塩島　090-3574-5774

①　空手道
②　白幡体育館
③　木曜日
④　天野　正己
⑤　天野　090-5305-1218

①　卓球
②　さんぶの森中央体育館
③　日曜日(月２回)
④　青木　孝至
⑤　青木　090-2409-7763

山武市少年スポーツクラブ連合会加盟団体紹介
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◆農用地区域に含まれる農地の除外手続き（農振除外申請）について
　山武市では、「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、農業の振興を図るため優良農地として守る必要
があると思われる農地を「農業振興地域内の農用地（青地）」として指定しています。この青地として指定された
農地を「農振農用地」といいます。
　農振農用地区域は、農業上の利用を確保するために定められた区域であることから、農地以外の目的で利用
することは、農振法および農地法で厳しく制限されています。
　しかし、やむを得ず他の目的に利用する場合は、農振法によって定められた要件を満たす場合に限り、農業
振興地域整備計画を変更して農振農用地区域から除外することができます。
　手続きが終了するまで、おおよそ10カ月かかります。
　申請地が農振農用地かどうかについては、農政課農政係にお問い合わせください。

◆農用地区域に含まれる農地の除外手続き（農振除外申請）ができる場合とは
　農振農用地は、農業上の利用を確保するために「農地を守る」立場で設けられており、その農地が除外要件等
のすべてを満たす場合のみ除外が認められ、転用が可能となります。よって、申請されたすべての案件が認可
されるとは限りません。審議の過程で除外不適当とされる案件がありますので、土地選定は慎重にしてください。
　申請に際しては、以下の要件をすべて満たす場合に限られます。（農振法第13条第2項）
（１）農用地区域以外に代替すべき土地がないこと。
（２）農用地区域内における農地の集団化、農作業の効率化などにおいて支障を及ぼすおそれがないこと。
（３）�農用地区域内における効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用集積に支障を及ぼす

おそれがないこと。
（４）�農用地区域内の土地改良施設（用排水路・ため池・農道等）の有する機能に支障を及ぼすおそれがないこ

と。
（５）�土地改良事業（ほ場整備事業、かんがい排水事業等）を実施した場合、全工区の工事が完了し、公告され

てから８年を経過した土地であること。
　農振除外の審議は、施設の内容・必要性・代替性・周辺農地への影響などさまざまな要素から協議されます。
自己所有（候補）地の中に農振農用地区域以外の土地はないか十分検討したうえで申請をしてください。

【申請の際必要な書類】
①農業振興地域整備計画変更願
②案内図（住宅地図写）･･････申請地赤書き、矢印で申請地と表示する。
③現地の写真･･････写真に境界を赤色で表示、撮影日を記載する。
④公図の写し･･････縮尺、方位、隣接地の地目、隣接地の所有者および耕作者の住所氏名を記載する。
⑤事業計画書
⑥隣接農地の同意書･･････所有者、耕作者両方必要。
⑦誓約書･･････目的以外に使用しないことの誓約。
⑧土地の全部事項証明書･･････法務局で申請。
⑨土地利用配置図･･････縮尺、進入路幅員、排水経路、建物等の面積を明示する。
⑩平面図･･････設計平面図の写し。縮尺を記載する。
⑪商業法人登記簿謄本写･･････事業計画者が法人の場合。

※①、⑤、⑥、⑦は市ホームページから様式をダウンロードできます。

�
T　農政課　　☎0475（80）1211

農振農用地区域からの除外申請の受付期間は
� ６月15日㈫～７月14日㈬です


